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概概要要版版  

第１章 調査研究の目的と方法等 

多摩・島しょ地域自治体が取り組むべき生物多様性の課題を明確化し、生物多様性に関する

新たな動向や視点を、都市計画や農林業、教育や防災等の関連する事業に広げるための方法や

事例を提示するとともに、民間や自治体間の連携を通じて、資金や人材不足といった課題を解決

するための手段を提言としてまとめ、多摩・島しょ地域自治体における生物多様性の保全・持続可

能な利用の取組推進に資することを目的として実施した。 

 

第２章 概論（社会的背景）：生物多様性に取り組む意義と国内外の動向  

第 2 章では、生物多様性の定義や意味、人々の生活に果たす役割、生物多様性の状態と損失

要因に触れた上で、世界・国・地域での生物多様性の保全と持続可能な利用をとりまく動向をま

とめ、自治体職員が生物多様性の枠組み・概要を効率的に把握できるよう紹介している。 

 

第３章 現状把握：多摩・島しょ地域自治体における取組の現状と課題 

第 3 章では、多摩・島しょ地域を 4 つの区分に分け、多摩・島しょ地域自治体アンケート結果を

中心に生物多様性における取組の現状と課題をまとめた。取り纏めた現状と課題から、各地域に

おいて「対応すべき保全・利用上の課題」がある中で、生物多様性の保全・利用に関する取組を

進める上で大きな障壁となる「推進上の課題」が存在することが明らかになった。 

そこで、本調査研究では「推進上の課題」に着目し、それらへの対応の方向性（提言）を「Ⅰ短

期的な対応事項」及び「Ⅱ中長期的な重要事項」に分け、6 項目に整理した。 
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第４章 事例分析：課題解決のための先進事例の収集と分析 

第 4 章では第 3 章で整理した多摩・島しょ地域の現状と課題を踏まえて、生物多様性の観点

から注目される全国の先進的な 19 事例を紹介した。事例は 9 つのテーマに分けて、自然共生サ

イト等の場の保全に関する取組、外来種対策、民間主体の取組の支援、市民への普及啓発等の

対応事例を掲載した。 

自治体名 事例内容 
対応する方向性(提言) 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

北海道札幌市 

企業と連携した外来種防除 〇  ◎ 〇   

幅広い団体と連携したヒグマ管理    〇 〇 ◎ 

市民参加型の生物調査    〇   

埼玉県所沢市 
高校生物部との外来種周知啓発   〇 〇   

企業とのウォーキングイベント共催   〇 〇   

埼玉県三芳町 武蔵野地域の落ち葉堆肥農法 ○ ○ ○ ◎  ◎ 

千葉県柏市 
市民主体の保全管理（下田の杜） ◎   ○   

未利用地と活動団体のマッチング  ○ ◎ ◎   

東京都杉並区  
区民との協働（遅野井川親水施設） ◎  ○ ◎   

グリーンインフラの取組（雨庭等） ◎ ◎  ○   

東京都多摩市 
アプリ利用の市民参加型調査   ○ ◎   

複数の計画を一体的に包含して策定  ◎   〇  

東京都八王子市 環境基本計画を地域戦略に位置付け  ◎   ◎  

愛知県名古屋市 

市民・企業と協働（なごや東山の森） ◎  〇 〇   

公有地の外来種モニタリング    〇   

生物多様性緑化ガイドライン   ◎ ◎   

市民向け普及啓発（リーフレット)    〇   

生物多様性重要エリアマップ  ◎ 〇 ◎ 〇  

鹿児島県瀬戸内町 漁協等との連携（ネリヤカナヤの海） ◎ ◎ ○    

 

第５章 提言 

第3章で整理した「推進上の課題」に対し、近年の生物多様性分野における情報の充実や支援

の情報、グリーンインフラ、自然環境分野以外の生物多様性配慮の浸透、ネイチャーポジティブを

キーワードとした民間の取組の活発化等を踏まえて、「Ⅰ短期的な対応事項」及び「Ⅱ中長期的な

重要事項」を６項目に分け提言した。 
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＜提言の概要と具体的な取組＞ 

提言項目 提言内容 具体的な取組等 

短
期
的
な
対
応
事
項 

① 

国や東京都による生物多様性に関連した認定制度や

補助金、データベース等が充実化していることを踏

まえ、これらを生物多様性の取組に積極的に活用す

ること。 

・生物多様性に関する認定制度

の活用 

・財政的支援の活用 

・生物分布等に関する情報の活

用 

② 

生物多様性は多様な行政分野と関わっているため、

地域課題を認識し、その解決に向けた他分野との連

携を推進することで、地域の生物多様性の保全や持

続可能な利用につなげること。 

・副次的効果としての生物多様

性の取組 

・庁内における生物多様性に関

する取組の理解・浸透の工夫    

③ 

企業等の民間主体による取組の活発化を踏まえ、民

間に対して積極的に取組の場に関する情報提供を行

うことや、保全団体等とのつながりの場を作ること

で、連携を推進していくこと。 

・地域の課題や取組に関する情

報発信 

・マッチングの場の提供・参加 

④ 

市民の理解が、担い手や行政資源の不足を補い、保

全の基盤につながることを踏まえ、市民が参加しや

すい活動の工夫や、自然体験等の場づくりによって、

市民の理解・参画を促進すること。 

・担い手不足や行政資源を補う

「対症療法」としての参加型

の取組 

・保全活動への理解を拡げる「原

因療法」としての教育・ふれあ

い等の取組 

中
長
期
的
な
重
要
事
項 

⑤ 

地域社会が少なからず自然との関係のもとで成り立

っていることを踏まえて、保全だけでなく地域のた

めに自然を利用するという観点を持ち、地域の主体

的な意思に基づいて生物多様性の保全・利用に関す

るビジョン・目標を設定し、それに基づく目標管理

を行うこと。 

・地域の主体を巻き込んだビジ

ョン・目標設定 

・数値目標・指標の設定と活用 

⑥ 

自然の地形や生態系には連続性があり、行政区域に

とらわれない取組が重要であることを踏まえ、共通

の自然を持つ自治体間での広域的な連携や、地域戦

略等での課題・取組の共有によるまとまりのある施

策を行うこと。 

・崖線や丘陵等、自然環境を共有

する自治体における連携 

・地域戦略や情報の公開による

課題の共有 
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